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年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 3 4

該当

事業の目的 最終的

インターネットを介して、傍聴に来ることができない方へ
も議会情報を発信し、議会活動への理解を得る機会を
増やすことで、議員の広報・広聴活動の充実と市民の
市政への参加促進を図ります。

今年度
アクセス数を増やすため、あらゆる機会を捉え広報等に努め
ます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 議会事務局 係　　名 庶務係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 実施計画

インターネットによる本会議のライブ映像公開

インターネットによる本会議の録画映像公開

インターネットによる会議録（検索機能付）公開

成果指標

公的関与

089-964-4422 メールアドレス gikaijimu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし事業区分

事業の対象 市内外を問わずインターネットを使用する者 根拠法令

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目

029 1001 事務事業名 議会広報事務補助 細事務事業名 議会のインターネットによる情報公開（中継）事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

映像配信システムアクセス
数

50人／日×21日（定例会・臨時
会ライブ映像）
200人／月×12ヶ月(録画映像)

人/年
3,300 3,300 3,500 4,000

3,129 3,625

会議録検索システムアクセ
ス数

125人／月×12月 人/年
1,500 1,500 1,500 1,500

1,388 1,195

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 議会

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,952 1,900 1,895

計(Ａ) 1,952 1,900 1,895

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.067 405 0.067 405 0.067 408

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,357 2,305 2,303

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

事業効果をより高めるためにアクセス数を増やします。

効率性
県下１１市中、インターネットライブ中継・録画中継を行っている市は、当市と新居浜市のみであり、先進的な取り組みとなっています。ＣＡＴＶによ
る放送も１つの手段として考えられますが、そのためには議場内の機器改修が必要である等の課題があり、予算や人員を考慮すると、現状では
現在の方法が最善です。

改　革
計　画

広報とうおんや議会だよりなどを活用し、議会中継と会議録検索システムについて広報します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

インターネット中継により議会の状況や雰囲気を市民に直接伝える効果があり、市民の市政への参加促進を図る有効な手段です。
今後、アクセス数を増加させるため、活字媒体と併用しながら一層の充実を図ってください。

二次評価者 議会事務局長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

広報・公聴活動の充実のために、今後も必要な事業です。

有効性 様々な理由によって傍聴に来られない方にも議会の様子を知っていただくための有効な手段です。

達成度 中継映像を観た市民からの声が議員にも届いていると聞いています。アクセス数を増加させるため広報活動に努めます。

必要性
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24 年度 ～ 24 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 1 4

4 4 3 3

非該当

事業の目的 最終的

これまで以上に市民にわかりやすく開かれた議会づくりをめざし、市
民の皆様の要請や期待に応えた議会改革を進めて行くため、市民
のご意見、ご提言を広く聞くことにより、今後の議会改革に反映させ
ることを目的として市民アンケートを実施しました。

今年度

市民の皆様から多くの貴重なご意見、ご提言をいただいたの
で、アンケートの集計、分析を行い、集計結果を公表するとと
もに、今後の議会改革を進める上での参考資料として、今回
のアンケート結果を大いに活用していきます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 議会事務局 係　　名 庶務係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

調査対象　２０歳以上の市民１，０００人を住民基本台帳から
無作為抽出

回収率　　３６．２％（３６２人）

実施時期　平成２５年３月
アンケート回収後、集計、分析を行い、議会だより、市のホーム
ページ等で公表するとともに、議会改革特別委員会において議論
し、議会改革を推進する

調査方法　郵送による無記名アンケート調査

成果指標

公的関与

089-964-4422 メールアドレス gikaijimu@city.toon.ehime.jp

事業期間事業区分

事業の対象
２０歳以上の市民１，０００人を住民基本台帳から無作為抽
出

根拠法令

総合計画 政策目標 第６章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目

029 1002 事務事業名 事務局庶務 細事務事業名 市民アンケート調査事務

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

アンケート回収率 1,000人×50％ 人
500

362

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 議会

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 192 0

計(Ａ) 0 192 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.035 212 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.037 69 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 473 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

このアンケート調査の集計、分析後、今回いただいた多くの意見や提言を、今後いかに議会改革に反映させていくことができるか、また、その進
捗状況の市民への周知。

効率性
アンケート内容の検討、アンケート用紙の封入、発送作業等、議員自らが手分けして行い、市内特別郵便の利用、アンケートの集計も職員が行う
など、コストの削減に努めました。

改　革
計　画

市民からいただいた貴重な意見や提言を、今後、議会改革特別委員会の俎上にあげ、活発に議論を行い、市民の皆様の要請や期待に応えた
議会改革を推進していきます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

調査のみに終わらず、結果を分析、活用することにより、今後の議会運営に反映させてください。
また、市民からの意見に対する回答方法として、広報媒体等を活用するなど、市民の意見を議会運営に反映させる方法を検討して下
さい。

二次評価者 議会事務局長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 廃止/休止

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

平成２３年３月議会において議会改革特別委員会を設置し、議論しておりますが、議会に対する市民の生の声を聞き、市民の皆様の要請や期待
に応えた議会改革を進めるためにも必要な手段であります。

有効性
このアンケート調査は、20歳以上の市民1,000人を対象に実施し、ご意見、ご提言を広くお聞きし、今後の議会改革に反映させるための有効な資
料を集めることができました。

達成度
20歳以上の市民1,000人を住民基本台帳から無作為抽出・発送し、約１ヶ月間を回収期間として、受取人払郵送による無記名アンケート調査を行
い、回収率は36.2％でした。

必要性


